
 

 

 

 

 

ロードスターキャピタル株式会社 2026年 12月期第 3四半期の決算説明を行います。 
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まずは決算ハイライトからです。 

 

 

第 3 四半期の決算はご覧の通りの結果となりました。売上高は前年同期比で上振れしましたが、営業利

益はやや下振れしました。この原因は大型オフィスビルの売却が第 4 四半期にずれ込んだものです。し

かしながら、こちらの物件の決済は完了しております。さらに別の大型物件の売買契約も締結済みであ

り、12月中の決済を予定しております。 
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不動産賃貸、アセットマネジメント、クラウドファンディング事業も前年同期比プラスで推移しており、

通期計画は据え置きしております。また、インフレ進行を見据えて都心オフィスを積極的に仕入れ、将

来の経営基盤となる不動産残高は過去最高を更新いたしました。 

 

 

次は第 3四半期のトピックです。 

グレイス八丁堀という視認性に優れた物件を取得いたしました。八丁堀というのは東京駅から 1 駅の距

離にある駅になります。都心の築浅オフィスは建築資材の高騰から新規供給が少なくなっているうえに、

賃料上昇の影響もあり、その価値が急速に高まっております。 

続いて、株式の無償割当てを 7月 1日に実施しました。一株あたりの配当金額は据え置いておりますの

で、実質的には 2割の増配となっております。 

最後に、不動産デジタル証券投資サービス OwnersBook＋（オーナーズブックプラス）の新規案件を 8

月にローンチいたしました。こちらについては後ほどご説明いたします。 
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不動産マーケットの見通しと当社の方針について説明させていただきます。 

全般的な見通しとしましては、オフィス需給の逼迫を受け、都心の賃料はこの 1 年で 13.7%上昇し、金

利上昇を吸収する力強い伸びが継続していることから投資家の投資意欲は高く、不動産市況は堅調に推

移すると考えております。 

2026 年上期の世界不動産投資額は前年同期比プラス 27%となっております。日本の投資額も 3.7 兆円

と、上期では過去最高を記録しております。セクター別ではオフィスへの投資が全体の 45%を占め最大

の投資割合となり、また世界都市別の投資ランキングでは東京は第 2位となっております。 

金利動向につきましては、さらなる引き上げの可能性はありますが、金利上昇を上回る賃料上昇も見込

まれております。当社においては過年度に金利スワップを契約済みであり、金利上昇リスクを一定割合

ヘッジしております。インフレに伴い賃料や物件価格の上昇が顕在化しており、当社にプラスの影響を

もたらしております。 

今後の方針といたしましては、引き続き都心オフィスを中心に積極的に物件を仕入れる一方、日銀の利

上げ動向や米国の政策動向等が不動産マーケットに与える影響に注意を払ってまいります。アセットマ

ネジメント事業においては AUMを積み上げ、ストック収益の拡大に力を入れてまいります。 
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株主還元についてです。 

株主還元は業績拡大により企業価値・株主利益の向上に努めるということを基本方針としておりますが、

配当方針については配当性向 18%以上を目安に、安定的かつ継続的な利益還元を行うことを方針として

おります。こちらについては先ほどご案内した無償割当ての関係で、本年は実質的に約 20%の増配とな

る見込みであり、配当性向は 21.7%となる予定です。 

株主優待につきましては、当社のクラウドファンディング事業である OwnersBook の株主優待投資枠

や、払い戻し手数料無料を提供しております。 
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ここからは各事業別に決算概要を見てまいります。 

 

 

 

まずは不動産投資領域、コーポレートファンディング事業からです。 



 
 

 

6 
 

 

コーポレートファンディング事業の不動産投資におきましては、3 物件を売却し、売上高は前年同期比

プラス 12%の 248億円となりました。不動産投資利益率も想定通りの推移となっております。オフィス

需要が高い中、東京 23区内のオフィスを中心に積極的な仕入れを行い、8物件の取得が完了しておりま

す。 

 

 

不動産賃貸におきましては、オフィス回帰に加え、中規模オフィスの新規供給が少ないため賃料が上昇

し、売上高は前年同期比プラス 9%の 27億円となりました。賃貸利益率も高水準を維持しております。 
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ホテル運営につきましては、売上 32.1 億円、原価 31.6 億円となっております。減価償却費を除いた現

金ベースで申し上げますと 6 億円程度の利益となっております。競争環境や経営環境が依然として厳し

い状況が続いておりますが、キャンペーンや宿泊プラン多様化による集客力強化を進めております。 

 

 

 

コーポレートファンディング事業の保有実績については左側のグラフをご覧ください。その一番右が第

3四半期の結果となっておりますが、現在 29物件、1,137億円の不動産を保有しております。物件の含

み益も相応に積み上がっておりますので、将来の利益への貢献が期待できます。 
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続いてアセットマネジメント事業です。 

第 2四半期に続き大型案件の受託があり、売上高は前年同期比プラス 94%の 8億円、AUMは初の 2,000

億円を突破いたしました。引き続き AUMの積み上げと投資家開拓に注力してまいります。 

 

 

 

ここからはプラットフォーム領域の説明になります。 
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まずはクラウドファンディング事業です。好調な不動産市況を背景に、売上高は前年同期比プラス 12%

の 6.7億円となりました。オーナーズブックにかかる営業貸付金は前期末比プラス 27%の 118億円とな

り、過去最大規模となっております。 

 

 

 

最後にデジタル証券 ST事業についてです。不動産デジタル証券投資サービス OwnersBook+（オーナー

ズブックプラス）は、新体制後のロードスターグループとして初案件を 8 月に公開しております。本案

件は横浜伊勢佐木町にあるホテルを投資対象としており、成長性の高いホテル資産であること、無借金
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を基本とした長期運用であること、個人投資家への新たな投資機会であることが特徴となっております。

また、グループ機能を結集した一気通貫モデルというところも特徴であります。詳細は下記 URL もし

くはQRコードからご覧ください。ST事業により、アセットマネジメント費、証券手数料、プラットフ

ォーム手数料などの新たな収益機会を創出することができております。 

 

 

 

最後に 2027年を最終年度とする中期経営計画について触れさせてください。 
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2027 年度の目標は 2025 年・2026 年に比べるとやや高い目標を掲げておりますが、現在、翌期に売却

する物件や他の事業の戦略について内容を詰めており、特に PL 数値である売上高・税引前利益につい

ては自信を持っております。表の下の不動産簿価残高以下につきましては高い目標を掲げておりますが、

全社を挙げて目標値に近づけるべく事業を推進してまいります。 

 

 

 

説明は以上になります。ありがとうございました。 


